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藤棚新聞    

地域の方々の温かさに守られて 
                               西前小学校長  渡邊順子 

 ２年半前に西前小学校に赴任いたしまして、最初に感じたこと

は、子どもたちがとてもめぐまれた環境にあることでした。それ

は、西前小学校の前に大きな公園（戸部公園）があり、子どもた

ちだけではなく、いろいろな年代の方々がその公園を利用されて

いて、自然にふれ合いの場になっていることです。そして、近く

には区役所や商店街があり、地域が一体となっていることを強く

感じました。 

 また、地域の方々には、学援隊としての登下校の見守りや二言挨拶（注意も含めた声かけ）な

ど、いつも子どもたちを温かく見守っていただき、職員一同感謝しております。 

 ７月上旬に本校２年生が、商店街のお店探検に出かけた際には、お店を見学させていただいた

り、質問に応じてくださったりと、親切にそして丁寧に対応してくださり感謝しております。子

どもたちは、お店の方々とのふれ合いを通して、多くのことを知ることができ充実した活動がで

きました。おかげさまで、地域の方々に支えられて成長していることを実感しております。 

 本校が中期学校経営方針にも掲げていますように、家庭・地域・関係機関との交流・連携・協

働による開かれた学校づくりを、さらに充実させていきたいと考えております。今後とも、どう

ぞご支援をよろしくお願いいたします。 
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養生坊 

れも食材と食材の組み合せを考えて、体に良い旬のものを提供しています。 
営業時間は１１時～１５時／１７時～２３時半と夜遅くまで、西横浜駅に近いのでサラリ
ーマンがよく立ち寄ります。TEL：０４５－２６３－０８３３ 

中華薬膳料理の養生坊は、ニコニコ商店街にきれいな赤色
の店構えで立っています。家族経営で、店内に入ると温かい
雰囲気が感じられます。お客さんの応対をしている娘さんに
話を聞きました。 
料理はいろいろな炒め物のほか、特徴はなんといっても医
食同源に基づいたお粥の薬膳料理です。「五種類の豆のスー
プ」はお汁粉のような食感で、体内の熱を発散させて夏バテ
を予防でき、腎臓や脾臓にも良いそうです。「山芋入りお粥」
は塩味で、肺や腎臓に良く、気血のめぐりをよくしてお通じ
もよくするそうです。その他「蓮の葉入りお粥」など、いず 
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私たちの地域をより住みやすく 
    「平成２４年度地域のつどい」――第２地区、第３地区―― 
身近な地域をより住みやすくするために、地域の人たち、区役所、

消防署や警察などだれでも参加して話しあえる「地域のつどい」が、

各地区と区役所の共催で、６月１６日の第４地区から順に地区ごと

に行われました。 
２６日夜には第２地区（大向ビル）で

開催され、西区連合町内会自治会連絡協

議会岩崎会長、大久保西区長をはじめと

するみなさんが参加されて、防犯灯の保

守、災害時の備蓄品などの防犯・減災対策の取組と顔の見える関係

づくりや交通信号の改善などについて熱い討議がされました。 
翌２７日夜は第３地区（久保町会館）で開催され、第３地区町内会自治会協議会天笠会長、大

久保西区長をはじめとするみなさんが出席されました。この日は大規模災害に

備えた安否確認名簿作成、初期消火訓練や相互連絡のアマチュア無線など防

災・減災対策の取組事例報告がされました。 
災害時の備蓄品については大久保西区長から、「各家庭で３日分を準備してい

ただき、防災拠点の備蓄品はまずは家が倒壊し人などに手当したい。自分の身

は自分で守る意識です」と提案がありました。２日間とも、大勢の区民が参加

してとても打ち解けた雰囲気でたくさんの意見がでました。 

こんにちは、グループ！ 中央体操教室 

 ２０年以上も前に設立されたサークル「中央体操教室」は、

当時、横浜市の体操指導員養成講座を終了した西田さんを指

導員に迎え、体操だけではなく音楽に合わせた様々な踊りも

交えながら楽しく、元気に活動しているグループです。 

 体操終了後の寛いだ中でのにぎやかなおしゃべりも長続き

している理由かなと感じました。この日は数人欠席していま

したが、「体操を続けているおかげで元気になりました。」と 

参加者の一人が姿勢を正しておっしゃっていました。 

  活動は毎週土曜日午前中、西前小学校コミュ

ニティハウスの和室を利用しています。問い合わせは 321-1939 西田さん 

打ち水大作戦で、涼しい！ 

 ８月７日１５時、直前まで雨が降っていたのに区役所の玄関

前で職員が計ると３９度もありました。今や恒例となった打ち

水作戦の開始です。職員の合図で杉之子幼稚園の園児と地域の

人たちが一斉にバケツから水を撒くと

３３度に急降下しました（写真左）。 

今年は西消防署も参加して消火器に

よる放水や、煙体験のトンネルを通る訓

練も合わせて行いました（写真右）。 

西田さん（一番左）とお仲間 
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地域と双方向の関係づくりを目指す  
第３地区には福祉施設がたくさんあります。福祉

施設が協働して「地域の方に何か貢献できる事はな

いか」と考えて、まずはいろんな施設があることを

知ってもらおうと、２０１０年８月に第１回福祉フ

ェスタが開催されました。 

今年の第３回は、前回の８か所に「つむぎ（障が

い児居場所づくり事業）」が新たに加わり９か所の

施設が協働して、 

１０月６日（土）10:00～15：00 に「生活 創造 空

間 にし」で開催されます。 

焼きそば、カレー、フランクフルトなどの模擬店のほ

か、落語、無限音工房、朗読グループ、おどるなつこさ

んなどの出演そして抽選会もあります。 

ぜひ足を運んでみてください。 

笑顔いっぱい、「ふれあいの夕べ」 

 西中学校ＰＴＡ、西前小学校ＰＴＡをはじめとして地域の              

おおぜいの人たちに愛されて続いている「ふれあいの夕べ」が、ことし

も７月２８日１４時から西前小学校で開催

されました。オープニングセレモニーの西

前小学校スクールバンドと西中学校吹奏楽

部の演奏では、拍手が止まずアンコールも。 

 体育館と校庭には、青少年指導員、スポ

ーツ推進員などの地域組織や、はー

と工房などの福祉団体、西前小、西

中さらに消防団、日本赤十字社まで

およそ２０団体による出店や協力があって、その数やいろい

ろな催しに「ふれあいの夕べ」が長く続いていることを感じ

させます。写真（右上）のかき氷の店には大勢の人たちが行

列を作っていました。焼き鳥の店などで西中の生徒たちの元

気な呼び声に、思わずお店に足を向ける人もいました。 

「私が住んでいる所の昔の地名は？」――こどもふしぎ歴史教室 

 夏休み自由研究として横浜西区郷土史研究会は西区役所、西区文化

協会と共催で８月７日から８月１０日にわたって、こどもふしぎ歴史

教室を西前小コミニュティハウスで開催しました。 

 ４日間とも午前中の半日コース、「横浜港が開かれる」「戸部（西区）

が政治の中心だった」「港に行く道・横浜道ができた」の研究をして

最終日は「史跡見学・よこはま道周辺の史跡を訪ねる」のテーマで街

を歩きました。通して講師をした横浜西区郷土史研究会会長の田村泰治さんは、「歴史を大きな

動きのなかからとらえて欲しい。自分で何か問題を見つけると楽しくなる」と話しました。 

イラストは藤棚地域ケアプラザ提供 
≪参加団体≫ 

ガッツ・びーと西 / エヌ・クラップ 

生活支援センター西  / さらい工房 

みらい工房西 / ゆめづくり三番館 

自然食品の店 菜月 / つむぎ 

横浜市藤棚地域ケアプラザ 

第３地区懇談会メンバー 

福祉フェスタ 

救命救急の訓練 

伝御所五郎丸墓にて 
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西区音頭は五番まであって、手ぬぐいに染めら 
れています。藤棚新聞のホームページでご覧 
いただけます。 
http://www1.ttmy.ne.jp/fujidana/ 
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夏祭り 

配達も承ります 

新鮮な果物と野菜 
 

鵜飼青果店 TEL：321-4847 
西前商店街 

池の上公園 8/2～8/5 

前夜祭（岩井原中学 
の地域もりあげ隊と
吹奏楽部） 

久保山墓地公園 
8/3～8/5 

＊私のこどもの頃＊ 
 
ゴザの上に寝そべって
花火を見ました。夏祭り
というと母のことが思
い出されます。 
（新潟県出身 女性） 

＊私のこどもの頃＊ 
 
祭りの日にはお店が出
ました。10 円もらって
甘いお菓子を買って食
べました。 
（山形県出身 女性） 

重 藤 
御菓子司 

甘味が口に残らず 
お茶にあう 

≪新発売！ 
お弁当、おにぎり≫ 

(有) 豆重商店 久保町 20-17 
TEL 231-2566 


